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１ 調査の概要

（１）調査の種類と実施概要

（２）回収結果

※コロナ前…H30.10.1～R2.3.31 コロナ後…R2.4.1～R3.9.30

種類 対象者 実施方法

市民アンケート 18 歳以上の市民 3,000 人
調査票郵送配付・郵送回収

（WEB での回答を併用）

転出者アンケート
H30.10.1～R3.9.30 の間に本市

から転出した 1,000 人
依頼ハガキ配付、WEB での回答

事業者アンケート 市内の全事業者 依頼メール送付、WEB での回答

種類 配付数 回収数 回収率

市民アンケート 3,000 票

調査票 868 票 28.9％

WEB 249 票 8.3％

計 1,117 票 37.2％

転出者アンケート

1,000 票

※コロナ前 500 票

コロナ後 500 票

コロナ前 49 票 9.8％

コロナ後 57 票 11.4％

全体 106 票 10.6％

事業者アンケート

対象事業者数

4,990 事業者

（令和元年度経済センサス）

79 票 －
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２ 市民アンケート調査

（１）回答者の属性

問１ はじめに、あなたご自身のことについておたずねします。

①性 別

回答者の性別は、「男性」45.5％、「女性」53.1％、「その他」0.4％となっています。

②年 齢

回答者の年齢は、「70 歳以上」が 33.8％で最も多く、次いで「60～69 歳」20.8％、

「50～59 歳」18.0％と続いています。

③居住地

回答者の居住地は、「長淵地区」が 15.4％で最も多く、次いで「大門地区」15.2％、

「新町地区」14.1％と続いています。

45.5 53.1

0.4 1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性 その他 無回答

6.4 7.3 12.8 18.0 20.8 33.8

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 無回答

9.8

15.4

15.2

7.8

2.9

2.9

1.3

10.8

14.1

10.4

8.3

1.1

0.0 2.0 4.0 6.0 8.0 10.0 12.0 14.0 16.0 18.0 20.0

青梅地区

長淵地区
大門地区

梅郷地区
沢井地区

小曾木地区
成木地区
東青梅地区

新町地区
河辺地区

今井地区
無回答
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④職 業

回答者の職業は、「正規職員・従業員」が 24.1％で最も多く、次いで「無職」23.9％、

「派遣・パート・アルバイト」19.3％と続いています。

⑤勤務地・通勤地

回答者の勤務地は、「勤めていない・通学していない」が 31.4％、「青梅市内」が 26.3％、

「近隣市町村」が 12.7％となっています。

近隣市町村の内訳は以下のとおりです。

24.1

19.3

3.3

7.0

16.3

2.1

23.9

2.6

1.3

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0

正規職員・従業員

派遣・パート・アルバイト

会社役員

自営業主・家族従業者

専業主婦(主夫)

学生

無職

その他

無回答

26.3

12.7

9.7

5.6

1.6

0.4

1.7

31.4

10.6

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0

青梅市内

近隣市町村

1、2以外の東京都(23区以外)

都内23区

飯能市・入間市以外の埼玉県

神奈川県

その他の県

勤めていない・通学していない

無回答

12.0

29.6

9.2

20.4

7.7

1.4

0.0

3.5

8.5

7.7

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0

福生市

羽村市

あきる野市

瑞穂町

日の出町

奥多摩町

檜原村

飯能市

入間市

無回答
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（２）青梅市総合長期計画の認知度

問２ あなたは、青梅市総合長期計画を知っていますか。

青梅市総合長期計画について、「聞いたことがない」が 61.1％、「内容をみたことはな

いが、聞いたことはある」27.3％、「内容をみたことがある」9.8％。

年齢別にみると、年齢が上がるにつれて、認知度が上がる傾向がみられます。

（３）市政・まちづくりへの関心

問３ あなたは、市政・まちづくりにどの程度関心がありますか。

市政・まちづくりへの関心について、「とても関心がある」と「ある程度、関心がある」

を合わせた『関心がある』が 69.1％。

年齢が上がるにつれ、「ある程度、関心がある」の割合が高い傾向がみられます。

9.8

5.6
2.4

8.4

7.5

12.1

13.0

27.3

12.7

11.0

14.0

20.9

32.8

38.5

61.1

80.3

86.6

76.9

71.1

53.4

45.9

1.7

1.4

0.0

0.7

0.5

1.7

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

内容をみたことがある
内容をみたことはないが、聞いたことはある
聞いたことがない
無回答

14.2

9.9

13.4

14.0

13.9

12.5

16.2

54.9

42.3

48.8

48.3

56.7

58.2

58.4

25.3

31.0

35.4

31.5

27.9

26.3

18.0

4.2

16.9
2.4

5.6
1.5

1.3

5.0

1.3

0.0

0.0

0.7

0.0

1.7

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

とても関心がある ある程度、関心がある
あまり関心がない まったく関心がない
無回答
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（４）市政への意見提出・行政活動への参加の有無

問４ あなたは今までに市政に対して意見を出したり、行政活動に参加したりしたことはあ

りますか。

市政への意見提出、行政活動への参加について、「ある」が 10.3％、「ない」が 88.2％

となっています。

年齢が上がるにつれて「ある」の割合が高くなる傾向がみられます。

10.3
0.0

4.9

9.8

9.5

12.1

13.3

88.2

100.0

95.1

89.5

90.5

86.6

83.8

1.5

0.0

0.0

0.7

0.0

1.3

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

ある ない 無回答
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（５）新型コロナウイルス感染症の影響による生活の変化

問５ 新型コロナウイルス感染症の影響による、あなたの生活状況等の変化についてお答

えください。

新型コロナウイルス感染感染症の影響による生活状況等の変化について、「増えた」の

割合が高い項目は「家族と過ごす時間」31.4％、「キャッシュレス決済」29.4％、「自分

自身や家族の支出」22.1％などとなっています。

「減った」の割合が高い項目は「友人・知人等と会う機会」81.7％、「外出する機会」

79.3％、「運動・スポーツや文化活動の機会」64.5％などとなっています。

1.8

22.1

9.8

20.6
1.5

2.5

29.4

31.4
0.5

10.1

16.4

68.0

57.0

61.9

51.3

15.9

26.3

54.0

56.8

13.6

65.1

70.4

26.5

16.7

16.2

6.3

79.3

64.5

5.0

8.0

81.7

7.0

5.3

3.7

4.1

12.1

21.8

3.2

6.6

11.6

3.8

4.1

17.8

8.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分自身や家族の収入

自分自身や家族の支出

仕事の量や時間

テレワークやオンライン会議・授業・講座等

外出する機会(買い物、外食、旅行など)

運動・スポーツや文化活動の機会

キャッシュレス決済

家族と過ごす時間

友人・知人等と会う機会

SNSを利用した交流

市の広報やHP、ツイッター等で市の情報を見る機会

増えた 変わらない 減った 無回答
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（６）青梅市の現在と 10 年後のイメージ

問６ あなたが持つ現在の青梅市のイメージはどのようなものですか。また、あなたが望む

１０年後の青梅市にふさわしいイメージはどのようなものですか。

現在の青梅市のイメージは、「美しい山や渓谷を有する自然豊かなまち」78.2％、「毎

日の生活に必要な買い物が便利なまち」29.7％、「高齢者が元気に暮らせるまち」24.9％

などなっています。

10 年後に望む青梅市のイメージは、「保健、医療、福祉が整ったまち」49.7％、「美し

い山や渓谷を有する自然豊かなまち」46.7％、「高齢者が元気に暮らせるまち」40.8％な

どとなっています。

78.2

10.3

3.0

29.7

18.7

2.2

1.5

24.9

2.0

26.1

8.9

2.1

10.0

1.9

5.3

14.0

19.2

14.8

26.8

16.9

19.5

1.3

3.6

6.7

46.7

22.6

13.5

34.6

49.7

6.8

8.1

40.8

11.4

17.6

26.7

19.4

10.7

8.6

9.5

13.0

33.5

27.5

10.4

11.8

20.2

5.8

4.7

4.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

美しい山や渓谷を有する自然豊かなまち

子育てするための環境が整ったまち

子どもの学力を高める学校教育が充実しているまち

毎日の生活に必要な買い物が便利なまち

保健、医療、福祉が整ったまち

多様性が尊重されるまち

デジタル化が進んだまち

高齢者が元気に暮らせるまち

脱炭素化や省エネルギーなど環境に配慮したまち

公園や遊歩道など憩いの場が整ったまち

公共交通機関や広域道路網が整備された便利なまち

活気ある産業で雇用が生まれるまち

スポーツ活動や健康増進のための環境が整ったまち

社会教育など生涯にわたる学習環境が整ったまち

芸術や文化活動が盛んなまち

市民やボランティア団体など、人のつながりが感じられる…

地震や災害に強い安全なまち

防犯、防火、交通安全の対策が充実し安心して暮らせるまち

歴史ある街並みや美しい景観に恵まれたまち

図書館やコミュニティ施設など公共施設が整ったまち

道路、舗道、下水道など地域基盤が整ったまち

グローバル化(国際化・国際交流)が進んだまち

その他

無回答

現在

10年後
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1 美しい山や渓谷を有する自然豊かなまち 63.4%

2 歴史ある街並みや美しい景観に恵まれたまち 32.4%

3 高齢者が元気に暮らせるまち 25.4%

4 図書館やコミュニティ施設など公共施設が整ったまち 22.5%

5 公園や遊歩道など憩いの場が整ったまち 21.1%

1 美しい山や渓谷を有する自然豊かなまち 72.0%

2 公園や遊歩道など憩いの場が整ったまち 30.5%

3 高齢者が元気に暮らせるまち 24.4%

4 毎日の生活に必要な買い物が便利なまち 22.0%

5 歴史ある街並みや美しい景観に恵まれたまち 19.5%

1 美しい山や渓谷を有する自然豊かなまち 79.0%

2 歴史ある街並みや美しい景観に恵まれたまち 32.9%

3 毎日の生活に必要な買い物が便利なまち 25.2%

4 公園や遊歩道など憩いの場が整ったまち 24.5%

5 高齢者が元気に暮らせるまち 24.5%

1 美しい山や渓谷を有する自然豊かなまち 77.1%

2 毎日の生活に必要な買い物が便利なまち 33.3%

3 歴史ある街並みや美しい景観に恵まれたまち 29.9%

4 公園や遊歩道など憩いの場が整ったまち 26.4%

5 地震や災害に強い安全なまち 18.4%

1 美しい山や渓谷を有する自然豊かなまち 85.3%

2 公園や遊歩道など憩いの場が整ったまち 29.7%

3 毎日の生活に必要な買い物が便利なまち 29.3%

4 歴史ある街並みや美しい景観に恵まれたまち 27.2%

5 保健、医療、福祉が整ったまち 22.0%

1 美しい山や渓谷を有する自然豊かなまち 78.0%

2 毎日の生活に必要な買い物が便利なまち 32.9%

3 高齢者が元気に暮らせるまち 31.3%

4 道路、舗道、下水道など地域基盤が整ったまち 30.2%

5 保健、医療、福祉が整ったまち 25.2%

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上
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1 美しい山や渓谷を有する自然豊かなまち 32.4%

2 保健、医療、福祉が整ったまち 31.0%

3 地震や災害に強い安全なまち 31.0%

4 毎日の生活に必要な買い物が便利なまち 29.6%

5 公共交通機関や広域道路網が整備された便利なまち 29.6%

1 防犯、防火、交通安全の対策が充実し安心して暮らせるまち 41.5%

2 保健、医療、福祉が整ったまち 40.2%

3 美しい山や渓谷を有する自然豊かなまち 39.0%

4 地震や災害に強い安全なまち 39.0%

5 子育てするための環境が整ったまち 39.0%

1 保健、医療、福祉が整ったまち 52.4%

2 美しい山や渓谷を有する自然豊かなまち 52.4%

3 高齢者が元気に暮らせるまち 34.3%

4 地震や災害に強い安全なまち 29.4%

5 毎日の生活に必要な買い物が便利なまち 29.4%

1 保健、医療、福祉が整ったまち 56.2%

2 美しい山や渓谷を有する自然豊かなまち 56.2%

3 高齢者が元気に暮らせるまち 44.8%

4 地震や災害に強い安全なまち 38.8%

5 毎日の生活に必要な買い物が便利なまち 37.8%

1 保健、医療、福祉が整ったまち 57.8%

2 美しい山や渓谷を有する自然豊かなまち 54.7%

3 高齢者が元気に暮らせるまち 47.0%

4 毎日の生活に必要な買い物が便利なまち 37.5%

5 地震や災害に強い安全なまち 36.2%

1 高齢者が元気に暮らせるまち 49.3%

2 保健、医療、福祉が整ったまち 45.9%

3 美しい山や渓谷を有する自然豊かなまち 39.8%

4 毎日の生活に必要な買い物が便利なまち 35.5%

5 地震や災害に強い安全なまち 30.5%

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上



10

（７）施策の満足度・重要度

問７ 青梅市総合長期計画では、10 のまちづくりの基本方向のもと、45 の施策分野でま

ちづくりを推進しています。それぞれの施策分野の満足度と重要度について、あなた

のお考えをお聞かせください。

満足度、重要度ともに高い（強みを伸ばす）施策（強みを伸ばす）は「防災・消防」、

「下水道」などとなっています。満足度が低く、重要度が高い（力を入れるべき）施策

は、「公共交通」「財政運営」「雇用」などとなっています。

※満足度・重要度：「とても満足（重要）」5 点、「やや満足（重要）」4 点、「どちらともいえない」3 点、「やや不満（あまり

重要でない）」2点、「とても不満（全く重要でない）」1 点をつけて合計し、「わからない」を除く回答

者数で除したもの。

防災・消防

交通安全

防犯・消費者保護

住宅

公園・緑地

森林

水辺環境

生活環境

循環型社会

子育て支援

家庭教育 学校教育
青少年活動

生涯学習

歴史・文化・芸術

図書館

スポーツ・レクリエーション

都市間交流

予防・健康

医療・市立病院

地域福祉活動
高齢者福祉

障害者福祉

ひとり親福祉

生活保護 国保・介護保険

農業・林業
工業

商業

新産業

観光

雇用

都市形成・都市計画

道路

公共交通

下水道

河川・砂防

景観

市民参画・協働

行政運営

公共施設
平均

2.6

2.8

3.0

3.2

3.4

3.6

3.8

3.2 3.4 3.6 3.8 4.0 4.2 4.4 4.6 4.8

満

足

度

重 要 度

●

情報推進・活用 ●

財政運営

● 人権・平和

●
男女共同参画

1 下水道 3.63 1 医療・市立病院 4.66

2 防災・消防 3.62 2 防災・消防 4.61

3 図書館 3.47 3 交通安全 4.50

4 景観 3.46 4 財政運営 4.49

5 公園・緑地 3.45 5 下水道 4.39

6 水辺環境 3.34 6 防犯・消費者保護 4.38

7 森林 3.32 7 学校教育 4.37

8 生活環境 3.31 8 公共交通 4.37

9 河川・砂防 3.29 9 子育て支援 4.35

10 交通安全 3.28 10 雇用 4.32

満足度 重要度
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３ 転出者アンケート調査

（１）回答者の属性

①性 別

回答者の性別は「男性」51.9％、「女性」47.2％、「その他」0.9％となっています。

②年 齢

回答者の年齢は「18～29 歳」が 38.7％で最も高く、次いで「30～39 歳」23.6％、「60

歳以上」17.0％と続いています。

③居住地

回答者の現在の居住地は「上記以外の東京都（23 区以外）」が 29.2％で最も高く、次

いで「その他の県」19.8％、「都内 23 区」17.0％と続いています。

51.9 47.2

0.9 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性 その他 無回答

38.7 23.6 12.3 8.5 17.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60歳以上

0.9
6.6

4.7
0.9
0.9

1.9
2.8

29.2
17.0

8.5
6.6

19.8
0.0

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0

福生市
羽村市

あきる野市
瑞穂町
日の出町
飯能市
入間市

上記以外の東京都（23区以外）
都内23区

埼玉県（飯能市、入間市以外）
神奈川県

その他の県
無回答
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（２）転出時の状況

①転出したきっかけ

転出したきっかけは「住宅事情」が 40.6％で最も高く、次いで「就職・転職」32.1％、

「結婚・離婚」24.5％と続いています。

年齢別にみると、18～29 歳では「就職・転職」、30～39 歳では「結婚・離婚」、40 歳以

上では「住宅事情」がそれぞれ最も高くなっています。

6.6

32.1

7.5

24.5

4.7

40.6

0.0

0.0

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0

進学

就職・転職

転勤

結婚・離婚

出産

住宅事情

その他

無回答

(n)

進学 就職・転
職

転勤 結婚・離
婚

出産 住宅事情

106 6.6 32.1 7.5 24.5 4.7 40.6

コロナ前 49 8.2 36.7 8.2 24.5 4.1 42.9

コロナ後 57 5.3 28.1 7.0 24.6 5.3 38.6

男性 55 7.3 32.7 9.1 20.0 7.3 47.3

女性 50 6.0 32.0 6.0 30.0 2.0 32.0

その他 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

18～29歳 41 9.8 51.2 2.4 39.0 0.0 17.1

30～39歳 25 4.0 20.0 8.0 32.0 16.0 28.0

40～49歳 13 7.7 38.5 15.4 7.7 7.7 46.2

50～59歳 9 11.1 0.0 33.3 11.1 0.0 66.7

60歳以上 18 0.0 16.7 0.0 0.0 0.0 94.4

時
期

性
別

年
齢

全体
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②転出先を選んだ理由

転出先を選んだ理由について、「職場・学校が近い」が 50.9％で最も高く、次いで「交

通の便がよい」40.6％、「住環境がよい」28.3％と続いています。

50.9

40.6

28.3

23.6

22.6

7.5

7.5

6.6

6.6

4.7

1.9

10.4

0.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

職場・学校等が近い

交通の便がよい

住環境がよい

家族・親戚が住んでいる

買い物が便利

医療・福祉サービスが充実

余暇が充実

友人・知人が多い

文化・スポーツ施設が充実

教育・子育て支援が充実

移住者への支援が充実

その他

無回答

(n)

職場・
学校等
が近い

交通の
便がよ
い

住環境
がよい

家族・
親戚が
住んで
いる

買い物
が便利

医療・
福祉
サービ
スが充
実

余暇が
充実

友人・
知人が
多い

文化・
スポー
ツ施設
が充実

教育・
子育て
支援が
充実

移住者
への支
援が充
実

その他

106 50.9 40.6 28.3 23.6 22.6 7.5 7.5 6.6 6.6 4.7 1.9 10.4

コロナ前 49 49.0 46.9 32.7 28.6 28.6 8.2 10.2 4.1 8.2 8.2 4.1 8.2

コロナ後 57 52.6 35.1 24.6 19.3 17.5 7.0 5.3 8.8 5.3 1.8 0.0 12.3

男性 55 47.3 36.4 23.6 27.3 21.8 9.1 7.3 7.3 5.5 1.8 1.8 16.4

女性 50 56.0 46.0 32.0 20.0 24.0 6.0 8.0 6.0 8.0 8.0 2.0 4.0

その他 1 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

18～29歳 41 68.3 48.8 31.7 9.8 19.5 4.9 9.8 4.9 7.3 4.9 0.0 2.4

30～39歳 25 48.0 44.0 28.0 24.0 32.0 8.0 20.0 0.0 16.0 16.0 4.0 16.0

40～49歳 13 53.8 38.5 23.1 38.5 30.8 23.1 46.2 23.1 38.5 38.5 7.7 30.8

50～59歳 9 33.3 33.3 22.2 33.3 22.2 0.0 0.0 0.0 11.1 0.0 0.0 33.3

60歳以上 18 22.2 22.2 27.8 38.9 11.1 27.8 11.1 11.1 11.1 0.0 5.6 38.9

時
期

性
別

年
齢

全体
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（３）Ｕターンの意向

今後、青梅市に戻りたいかどうかについて、「戻る予定がある」4.7％、「できれば戻り

たい」25.5％、「できれば戻りたくない」2.8％、「戻るつもりはない」38.7％、「わから

ない」」が 28.3％となっています。

年齢別では、年齢が上がるにつれ「戻る予定がある」「できれば戻りたい」の割合が低

くなっています。

「戻る予定がある」「できれば戻りたい」と回答した人に、戻るときのタイミング・き

っかけをうかがったところ、「結婚・出産」「わからない」がそれぞれ 25.0％で最も高く

なっています。

4.7

7.3

8.0
0.0

0.0

0.0

25.5

34.1

28.0

30.8

11.1

5.6

2.8

2.4

0.0

0.0

0.0

11.1

38.7

31.7

40.0

38.5

22.2

61.1

28.3

24.4

24.0

30.8

66.7

22.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60歳以上

戻る予定がある できれば戻りたい できれば戻りたくない 戻るつもりはない わからない

25.0

25.0

18.8

18.8

15.6

15.6

12.5

0.0

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0

結婚・出産

わからない

親の世話・介護

その他

子どもの入園・入学

自分・家族の就職

自分・家族の退職

無回答
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４ 事業者アンケート調査

（１）回答事業者の属性

①従業員数

回答事業者の従業員数は「6～20 人」が 23.1％で最も多く、次いで「従業員はいない」、

「1～5 人」各 20.5％、「21～50 人」14.1％が続いています。

②業種

回答事業者の業種は、「医療、福祉」が 25.6％で最も高く、次いで「卸売業、小売業」、

サービス業（他に分類されない）」各 17.9％、「製造業」14.1％が続いています。

20.5 20.5 23.1 14.1 7.7 11.5

2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

従業員はいない １～５人 ６～20人 21～50人 51～100人 101～300人 300人超

0.0

0.0

0.0

5.1

14.1

0.0

0.0

1.3

17.9

1.3

1.3

6.4

3.8

0.0

3.8

25.6

1.3

17.9

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0

農業、林業

漁業

鉱業、採石業、砂利採取業

建設業

製造業

電気・ガス・熱供給・水道業

情報通信業

運輸業、郵便業

卸売業、小売業

金融業、保険業

不動産業、物品賃貸業

学術研究、専門・技術サービス業

宿泊業、飲食サービス業

生活関連サービス業、娯楽業

教育、学習支援業

医療、福祉

複合サービス事業

サービス業（他に分類されない）
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（２）事業所の強み

事業所の強みについて、「品質・技術力」が 57.7％で最も高く、次いで「信用力」51.3％、

「迅速な対応」50.0％が続いています。

（３）経営上の課題

経営上の課題について、「従業員の確保・育成」が 56.4％で最も高く、次いで「人件費

の高騰」35.9％、「利益率の低下」33.3％が続いています。

57.7

51.3

50.0

30.8

30.8

28.2

15.4

14.1

11.5

1.3

3.8

7.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

品質・技術力

信用力

迅速な対応

価格・コスト

企画・開発力

アフターサービス

福利厚生

品揃え

特注力

資金力

その他

特にない

56.4

35.9

33.3

32.1

26.9

26.9

23.1

20.5

19.2

17.9

2.6

5.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

従業員の確保・育成
人件費の高騰
利益率の低下

受注量（顧客）の減少
顧客ニーズの変化
原材料の高騰
資金繰り

技術革新への対応
事業承継・後継者の確保
設備の老朽化・不足

その他
特にない



17

（４）青梅市で事業を行うことの強み・弱み

青梅市で事業を行うことの強みについて、「自然災害が少ない」が 37.2％で最も高く、

次いで「市場（取引先）が近い」23.1％、「交通の便が良い」、「特にない」各 20.5％が続

いています。

②弱み

青梅市で事業を行うことの弱みについて、「市場規模が小さい」が 37.2％で最も高く、

次いで「交通の便が悪い」34.6％、「行政の支援が充実していない」30.8％が続いていま

す。

37.2

23.1

20.5
16.7

15.4

14.1
12.8

10.3

5.1
3.8

1.3

6.4
20.5

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0

自然災害が少ない
市場（取引先）が近い

交通の便が良い
地価・人件費が安い

他業種・他者等と連携しやすい
行政の支援が充実している
競合する他社が少ない

事業用地・施設等を確保しやすい
市場規模が大きい

労働力を確保しやすい
原材料や部品・商品等が入手しやすい

その他
特にない

37.2

34.6

30.8

25.6

19.2

17.9

17.9

10.3

10.3

7.7

3.8

15.4

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0

市場規模が小さい

交通の便が悪い

行政の支援が充実していない

労働力を確保しにくい

事業用地・施設等を確保しにくい

市場（取引先）が遠い

競合する他社が多い

原材料や部品・商品等が入手しにくい

他業種・他者等と連携しにくい

地価・人件費が高い

その他

特にない
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（５）新型コロナウイルス感染拡大の影響

新型コロナウイルス感染拡大の影響について、「大きく減った」と「多少減った」

を合わせた『減った』と回答した事業所は、売上額で 61.6％、営業日数で 46.2％、

従業員の雇用では 7.7％となっています。

（６）今後 10 年の事業展開で重要なこと

今後 10 年の事業展開で重要なことについて、「市場・販路の拡大」が 46.2％で最

も高く、次いで「経営の安定化」44.9％、「商品・サービス等の競争力の向上」43.6％

が続いています。

32.1

14.1

1.3

29.5

32.1

6.4

25.6

50.0

84.6

9.0

0.0

1.3

1.3

1.3

0.0

2.6

2.6

6.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

売上額

営業日数

従業員の雇用

大きく減った 多少減った 変わらない
多少増えた 大きく増えた わからない

46.2

44.9

43.6

33.3

25.6

24.4

10.3

7.7

6.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

市場・販路の拡大

経営の安定化

商品・サービス等の競争力の向上

事業の多角化

受注・生産の拡大

生産・業務の効率化

外国人の受け入れ

国際化・国際交流

その他
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（７）地域活動（地域貢献）について

①取組の有無

地域活動（地域貢献）の活動状況について、「取り組んでいる」が 75.6％、「今後

取り組む予定である」が 14.1％、「取り組んでいない」が 10.3％となっています。

②取組内容

「取り組んでいる」もしくは「取り組む予定である」と回答した事業者にその内容

をうかがったところ、「地域行事への参加」が 70.0％で最も高く、次いで「市・団体

等が開催するイベント等への協力」57.1％、「地域団体・公益団体等への加盟、寄付、

寄贈」50.0％が続いています。

75.6 14.1 10.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

取り組んでいる 今後、取り組む予定である 取り組んでいない

70.0

57.1

50.0

32.9

31.4

27.1

27.1

25.7

15.7

14.3

10.0

7.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

地域行事への参加

市・団体等が開催するイベント等への協力

地域団体・公益団体等への加盟、寄付、寄贈

職場体験・研修の受入れ

市民の優先雇用

就労支援（高齢者雇用など）

美化活動（清掃・ゴミ拾いなど）

講師の派遣、講演会の開催等

福祉活動（見守り、買い物支援など）

敷地、施設・設備等の貸出

防犯活動（通学路の見守りなど）

その他
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（８）各種制度・施策の活用状況

活用したことのある行政や関係団体等の各種制度・施策について、「補助金・助成

金」が 75.6％で最も高く、次いで「融資制度」28.2％、「専門家の派遣」24.4％と続

いています。

（９）行政や関係団体等の取組で必要なこと

行政や関係団体等の取組で特に必要だと思うものについて、「人材の確保、雇用の

安定に関する支援」が 39.7％で最も高く、次いで「人口減少対策、市内へ移住定住

の促進」37.2％、「子育てしやすい就労環境づくり」28.2％が続いています。

75.6

28.2

24.4

12.8

10.3

6.4

6.4

3.8

2.6

2.6

17.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

補助金・助成金
融資制度

専門家の派遣
人材育成・人材確保

起業支援
販路拡大
調査分析
産学連携
商店街支援
その他

活用したことはない

39.7
37.2

28.2
21.8
21.8
21.8

19.2
19.2

16.7
16.7
16.7
16.7

15.4
15.4

14.1
11.5

10.3
10.3

9.0
7.7

6.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

人材の確保、雇用の安定に関する支援
人口減少対策、市内への移住定住の促進

子育てしやすい就労環境づくり
販路拡大・新規開拓に向けた支援

新たなデジタル技術（ICT、AI、RPA等）の導入に関する支援
女性が活躍しやすい就労環境づくり
事業拡大等に適した事業用地の整備

経営改善や経営基盤の強化を図るための金融支援
起業・創業に向けた支援

介護しやすい就労環境づくり
高齢者が活躍しやすい雇用環境整備

市や市の産業の積極的なPR
地域再生可能エネルギーの整備
従業員の福利厚生に関する支援

経営改善や経営基盤の強化に関する指導・アドバイス
企業間・業種間の連携促進

新商品の開発・新技術の開発や付加価値向上に向けた支援
従業員の教育に関する支援、セミナーの開催等

円滑な事業承継に関する支援
超高速ブロードバンド回線の整備

その他


